
○倉敷市国民宿舎条例 

平成１０年１２月２４日 

条例第５２号 

改正 平成１５年１２月２６日条例第６３号 

平成２４年３月１６日条例第２３号 

平成２５年１２月２６日条例第５０号 

平成３１年３月２２日条例第３号 

倉敷市観光施設条例（昭和５０年倉敷市条例第１１号）の全部を改正する。 

（目的及び設置） 

第１条 市民の福祉の向上及び健康増進を図るとともに観光客の利便及びその保健休養に資す

ることを目的として，国民宿舎を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 国民宿舎の名称及び位置は，次のとおりとする。 

名称 位置 

倉敷市国民宿舎良寛荘 倉敷市玉島柏島４７８番地 

（事業） 

第３条 国民宿舎は，宿泊，休憩，貸室，結婚式場，食堂，売店等の事業を行う。 

（指定管理者による管理） 

第４条 国民宿舎の管理は，倉敷市公の施設指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１５

年倉敷市条例第５４号）に基づき，市長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に

これを行わせる。 

（指定管理者が行う業務） 

第５条 指定管理者は，次に掲げる業務を行うものとする。 

（１） 有料施設（宿泊施設，休憩施設，貸室及び結婚式場をいう。以下同じ。）の利用の

承認に関する業務 

（２） 国民宿舎の維持管理に関する業務 

（３） 前２号に掲げるもののほか，国民宿舎の運営に関する事務のうち，市長のみが行う

ことのできる権限に関する事務を除く業務 

（休業日） 



第６条 市長は，管理運営上必要があると認めるときは，国民宿舎の休業日を定めることがで

きる。 

（利用の承認） 

第７条 有料施設を利用しようとする者は，指定管理者の承認（承認された事項を変更しよう

とする場合における承認を含む。）を受けなければならない。ただし，指定管理者は，次の

各号のいずれかに該当するときは，承認しない。 

（１） 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認めるとき。 

（２） 有料施設を損傷し，又は滅失するおそれがあると認めるとき。 

（３） 前２号に掲げるもののほか，有料施設の管理上支障があると認めるとき。 

２ 指定管理者は，前項の承認に当たり，有料施設の管理上必要があると認めるときは，その

利用について条件を付することができる。 

（承認の取消し等） 

第８条 指定管理者は，利用者（前条第１項の規定により承認を受けた者をいう。以下同じ。）

が，この条例又はこの条例に基づく規則に違反したときは，承認を取り消し，又は利用の制

限若しくは停止若しくは有料施設からの退去を命じることができる。 

（利用料金） 

第９条 指定管理者は，有料施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）を利用者か

ら徴収する。この場合において，別表第１の施設の宿泊に係る利用及び別表第４の結婚式場

の利用については，規則で定める額の予約金を利用料金の一部として徴収することができる。 

２ 利用料金は，別表第１，別表第２，別表第３又は別表第４に掲げる基準額に０．５を乗じ

て得た額から当該基準額に１．５を乗じて得た額までの範囲内の額で，指定管理者があらか

じめ市長の承認を受けて定めるものとする。 

３ 指定管理者は，前項の承認を受ける場合においては，あらかじめ，利用料金の額の案を作

成し，市長に承認を申請するものとする。 

４ 指定管理者は，前項の規定により利用料金を定めたときは，直ちに公表するとともに，国

民宿舎において利用者の見やすい場所に掲示しなければならない。 

（利用料金の収受） 

第１０条 市長は，前条の規定により納付された利用料金を，地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第２４４条の２第８項の規定により，当該指定管理者の収入として収受させる。 



（利用料金の不還付） 

第１１条 既納の利用料金は，還付しない。ただし，次の各号のいずれかに該当するときは，

その全部又は一部を規則で定めるところにより還付することができる。 

（１） 災害その他利用者の責めに帰することができない理由により，利用の目的が達成で

きないと認めるとき。 

（２） 利用者が利用開始前に利用の取消しを届け出た場合で，指定管理者において相当の

理由があると認めるとき。 

（３） 前２号に掲げるもののほか，指定管理者において相当の理由があると認めるとき。 

（利用料金の減免） 

第１２条 指定管理者は，公益上その他必要があると認めるときは，規則で定めるところによ

り利用料金を減免することができる。 

（損害賠償） 

第１３条 施設等を損傷し，又は滅失した者は，指定管理者の指示に基づいて原状に回復し，

又はその損害を賠償しなければならない。ただし，指定管理者においてやむを得ない理由が

あると認めるときは，この限りでない。 

（委任） 

第１４条 この条例の施行について必要な事項は，市長が別に定める。 

附 則 

この条例は，平成１１年４月１日から施行する。 

附 則（平成１５年１２月２６日条例第６３号） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成１６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に改正前の倉敷市国民宿舎条例（以下「旧条例」という。）第７条

の規定により徴収している予約金は，改正後の倉敷市国民宿舎条例（以下「新条例」という。）

第１０条の規定により徴収している予約金とみなす。 

３ この条例の施行の際現に旧条例第４条の規定により使用の承認を受けている者は，新条例

第８条の規定により利用の承認を受けているものとみなす。 

（準備行為） 



４ 新条例第４条の規定による指定及びこれに関し必要なその他の行為は，新条例の施行前に

おいても行うことができる。 

附 則（平成２４年３月１６日条例第２３号） 

この条例は，平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年１２月２６日条例第５０号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２６年４月１日から施行する。 

（その他の使用料等に係る経過措置） 

６ この条例（第１条及び第３４条を除く。）による改正後の各種使用料等に係る規定は，施

行日以後に使用許可その他の行為が行われるものに係る使用料等について適用し，施行日前

に当該行為が行われたものに係る使用料等については，なお従前の例による。 

附 則（平成３１年３月２２日条例第３号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は，平成３１年１０月１日から施行する。 

（その他の使用料等に係る経過措置） 

６ この条例（第２条及び第３２条を除く。）による改正後の各種使用料等に係る規定は，施

行日以後に使用許可その他の行為が行われるものに係る使用料等について適用し，施行日前

に当該行為が行われたものに係る使用料等については，なお従前の例による。 

別表第１（第９条関係） 

宿泊に係る１人当たり利用料金の基準額 

区分 大人 小学生 幼児（３歳以上） 

客室 ５，５００円 ４，４００円 ２，２００円 

中広間 ４，２９０円 ３，７４０円 １，９８０円 

備考 

１ 宿泊の利用時間は，午後４時から翌日午前１０時までとする。 

２ 中学生以上は，大人とみなす。 

３ 金額には消費税及び地方消費税を含む。 

別表第２（第９条関係） 

休憩に係る１人当たり利用料金の基準額 



区分 

種別 

３時間まで ６時間まで 

大人 ９９０円 １，１００円 

小学生 ７１５円 ８２５円 

備考 

１ 休憩の利用時間は，午前１０時から午後４時までとする。ただし，宿泊利用に支障が

ない場合に限り，午後９時まで延長することができる。 

２ 中学生以上は，大人とみなす。 

３ 金額には消費税及び地方消費税を含む。 

別表第３（第９条関係） 

貸室利用料金の基準額 

利用時間 

 

利用場所 

基本料金 冷暖房料 

午前９時から午後

５時まで 

午前９時から午後

５時までの間で４

時間以内 

午後５時から４時

間以内 

研修室 １５，４００円 １１，０００円 １３，２００円 基本料金に２０

パーセントの割

合を乗じて得た

額 

大広間１ １１，０００円 ６，６００円 ８，８００円 

大広間２ １１，０００円 ６，６００円 ８，８００円 

大広間３ １１，０００円 ６，６００円 ８，８００円 

中広間 ５，５００円 ３，３００円 ４，４００円 

会議室 １３，２００円 ８，８００円 １１，０００円 

備考 金額には消費税及び地方消費税を含む。 

別表第４（第９条関係） 

結婚式場利用料金の基準額 

結婚式場（控室を含む。） １６，５００円 

備考 

１ 結婚式場の利用時間は，１時間以内とする。 

２ 金額には消費税及び地方消費税を含む。 



 


